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論文内容要旨
 肥大心が心不全と密接な関係にある事は既知の事実であるが,その心不全の病理形態学的解析は
 冠循環系と心筋系の二面から為されてきた。このうち心筋面から心不全を解明するためには当然動
 力学的見地からの検討が要求されることとな豊,ひいては心筋構築を問題とせざるを得ない。しか
 し乍ら従来から心は一定の細胞数をもつた臓器とされてきたものの,肥大を起した場合,特に拡張
 性肥大の場合については多少異論があり,この点の解析如何は心筋構築を論じる上に大きな影響を
 与えるものである。著者はこの観点から種々の重量をもつた心について左室心筋核の総数ならびに
 心筋の構成単位である心筋細胞の形態を組織計測的に検索した。
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 研究材料と方法
 心筋梗塞と悪液質を除く剖検例から重量9gから900gまでの心157例をえらび,前乳頭筋
 を含む左室壁断面から切片をつぐつてZenker-formaユin固定を行い,残余をfOrmaユin固
 定した。この切片から厚さ4μ,MaS80n染色組織標本を作製した。1)左室心筋量。59例に
 ついて心筋以外の組織を可能な限り除去し,左室+心室中隔重量(WL)を求めたとこう,剖検時心
 重量(w)との間に次の関係式を得た。w≧2009:logwL=1,260610gw-0.9516
 Wく200g:109WLニ0.981810gW-0、2714・したがって任意の例について等間隔
 の点が行列した接眼ミク・メーターを心筋組織標本にあて,n個の点のうちP個が間質に落'らだと
 すると,そ'の例の左室心筋量(W田)は(n-p)WL/nで表わす事が出来る。2)心筋線維総長。
 組織標本に於て心筋層の中間層から心筋線維が横断されている部分をえらび,直線上に等間隔λで
 亥1協の入った接眼ミクロメーターをあてる。この刻みが心筋内に落ちた回数h,直線が筋線維の肉
 包を横切った回数。を求めれば,心筋線維の平均澄径(D)は次の式で表わす事が出来る。Dコ
 8えh/πG、従って心筋線維を一本の円柱に還元すれぱ,左室心筋総長は4W皿/πD2となる。
 5)左室心筋核の総数(N)。組織標本について心筋線維が縦断される個所をえらび,,200個の
 核の平均長(L11)を求める。また心筋線維が横断される部分について心筋核の横断面数nを実測す
 る。標本の厚さをdと寿げぱ,N=k・n・WL/(Ln+a)・ただしkは顕微鏡の倍率によって決
 まる常数でめろ。4)心筋細胞の長さ。1個の心筋細胞が1個の核をもつとすると,心筋細胞の長
 さはしm/袖であろ。5)左璽壁を構成する心筋線維の本数。組織標本に於て前乳頭筋起始郡上緑か
 ら心夘莫に法線で引く。乳頭層を除ぐ心筋層についてこの直線を横切る筋線維の数を求め,同時に
 =左室確り厚さとした。
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研究成績
 左室心筋量と心筋継継の平均直径,心筋線維総長との回帰を求めた所,それぞれ0.ろ4及びD.55
 なるべきを得た。しかし左室心筋量と心筋核総数との問には有意の相関関係が認められなかった。
 一方,左室心筋量と心筋細胞の長さとの間には0、54なるべきをもつ関数関係が成立し,心筋細胞
 の長さと平均直径の間にも略1なる回帰係数を得る事が出来た。以上はいずれの場合にも求心性,
 拡張性たるを問わず,㌍大心は同一回帰線上にある。これに対して心重量と左室壁厚は拡張性肥大
 心を除けば0.57なるべきをもつ関数関係にあり,左室壁を構成する心筋線維本数も心重量の増加
 と共に増す傾向にある。なむ心筋核の長さは心重量200g蕨での心では略一定であり,この範囲
 を越せば0.47のべきをもって長さが増すという結果を得た。
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 以上の結果からみて心筋の構成単位である心筋細胞の数は生理的ならぴに病的な心成長過程を通
 じて略一定であり,心筋量と心筋細胞の体積は平行関係を保つものと考えられ'る。従って,肥大心
 に於て求心性肥大と拡張性肥大とで心室の形が著しぐ異なる事は,心筋居中の心筋細胞の配列様式
 に差がある事にその原因を求めなければならない。即ち肥大心の理解には心筋層構築の問題を考慮
 に入れなければならない。
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 審査結果の要旨
E
 肥大心(っ心筋線維の態度を畜二蕪蒸十劇的に検索すると,先天性大動脈不全による拡張性肥大の一
 例を除き,求心性肥大,拡張性肥大を,昂じて,心筋線維は正常の心筋線維と幾何学的に相似形を
 保って太きぐなるものであろことが証男された。従って心筋線維そのものの態度から求心性肥大,
 拡張性肥大の区別をつけることが出来左いことが明かに左つた。従ってこの肥大の二つの形は心
 筋線維の心筋層内配列の差即ち心筋屠の構築の差によるものと考えられる。この心筋層の構築の
 分析のため1'⊂は心筋細胞の増殖の有無が重要主要素として考慮されなげれば左らない。
 1個の心筋細胞が1個の核をもつという前堤の'下に,組織計測的に心筋細胞の総数を求めると,
 生後1ケ月以後の心筋細胞の総数ぼ,先天性大動豚弁不全の一例を除き,正常の成長過程及ぴ肥
 大心を通じて不変であることが証明された。但し先天性大動駄弁不全の例に於ては心筋細胞数は
 他の心のそれめ2.5倍に近い増加を示し,又心筋線維の長さが他の肥大心に比較し著しく長いこ
 とが明かになった。この例に於ても1個の心筋紐胞の形は正常のそれと幾何学的相似形を保つも
 のであった。
 本研究はCha11(leγ等の理論を用いて,心笛層の組織計測的研究に新しい局面を開いたもの
 であり,又これによって肥大心の心筋細胞の態度を解析ナることを容易にした点に特色があろ。
 又心筋細胞の増加貫後天性の負荷によっては起らず,これに対して先天性の負荷に際しては著し
 い心筋細胞の増加の発生することを明かにした点,又すべての場合を通じて心筋細胞の成長は,
 正常心筋細胞の形とほぼ幾何学的相似形を保つものであることを明かにした点等に,今後の研究
 に資する面が大で,充分学位授一与に値するものと認めた。
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